
高校生が大学生と連携授業
県立五城目高校では、昨年10月から東京大学大
学院や明治大学国際日本学部と連携した授業を
行っています。ちょっと年上のお兄さん・お姉さん先
生と五城目町のことや未来の社会のこと、自分の
将来のことを教科書から離れて勉強しました。

今月のひとコマ 平
成
2
8
年
3
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）N
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・
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／
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五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん
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五城目高生の成長を応援

地域の課題を話してくれたのは、五城目高
校の生徒や国際教養大学・東京大学大学院の
学生たちでした。若い人たちに考えることの
大切さを伝えたかったのですが、私が言いた
いのはそれから先のことです。
皆さんに聞きたいのは、“次世代にどう投
資するか”ということです。普段から次世代
を育成しているのに、なぜ五城目の若い人は
流出していくのか。何かが変わらなければな
りません。すなわち、次世代への投資を、若
い世代に任せなければなりません。
五城目高校の１、２年生が大変面白い研究
をしました。「私は生徒たちがソーシャル・
ラボの研究を続けていくのなら投資します」
という方はいますか。投資をする方は、その
投資を回収するために、研究の成果を聞かな
ければいけません。次世代を担う生徒に投資
をして、報告会までは口を出さずに黙って見
ている。大人の入れ知恵をしない。それだけ
の自信がなければ次世代を育てていく価値は
ありません。そういう先行世代がいるところ
に次世代が育ちます。
なぜ私がそれを言うかというと、高校生の
１人が、「以前は高校を卒業したら県外に行
くつもりだった。ところが今回この経験をし
て県内に居ることを考えるようになった。お
そらく五城目にずっと居ることになるだろ
う」と話してくれました。それが本当になる
かは問題ではありません。たった５か月の間
だけれど大人たちと一緒に研究したことで、
生徒たちに考えさせた。しかも、その結果を
我々は聞いてあげた。これを大人がやれる器
量を持つ地域にはじめて若い世代が育ってい
きます。
私は五城目に１週間滞在させていただい
て、勇気と希望を持ちました。また来ます。
大変ありがとうございました。

東大大学院生らは「町民の誇り」などを発表買い物客から買い物の状況や小学生から町の誇りを調査する大学院生

朝市ふれあい館で「祭り」と「エネルギー」についての研究成果を発表する
五城目高校ソーシャル・ラボチーム

地
域
の
こ
と
を
研
究
す
る

「
五
城
目
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
ボ
」

で
は
、
祭
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
地
域
の
こ
と
に
あ

ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
五
城

目
高
校
の
生
徒
も
、
五
城
目

の
歴
史
や
風
土
に
触
れ
、
徐
々

に
地
域
に
対
す
る
思
い
を
強

め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
を
通
じ
て
自

分
た
ち
の
足
元
を
見
つ
め
て
、

将
来
、
地
域
外
に
出
て
行
く

こ
と
が
あ
っ
て
も
五
城
目
町

と
つ
な
が
っ
て
い
る
若
者
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

次世代が考える五城目

東
京
大
学
大
学
院

工
藤
尚
悟
特
任
研
究
員

（
大
学
院
生
を
指
導
・能

代
市
出
身
）

国
連
大
学

　
長
尾
眞
文
客
員
教
授

（
大
学
院
の
調
査
に
同
行
、

持
続
可
能
性
学
の
第
一
人
者
）

近
年
、
愛
郷
心
の
薄
い
生

徒
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ラ
ボ

の
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、

新
し
い
知
識
が
既
存
の
知
識

と
結
び
つ
い
た
喜
び
や
、
地

域
の
方
々
の
郷
土
に
対
す
る

熱
い
思
い
に
触
れ
た
感
動
が
、

徐
々
に
生
徒
た
ち
を
変
え
て

い
き
ま
し
た
。

彼
ら
は
ふ
る
さ
と
の
価
値

を
見
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

自
ら
の
依
っ
て
立
つ
「
人
生

の
土
台
」
を
獲
得
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「人生の土台」を獲得

五
城
目
高
等
学
校

　
　
　
亀
田
　
茜
教
諭

（
東
大
大
学
院
と
の

連
携
授
業
を
担
当
）

五城目高おもいっきり！
アクティブ・ラーニング

東
大
大
学
院
と
連
携
し

社
会
の
持
続
可
能
性
を
探
る

１
月
29
日
、
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
で
、

東
大
大
学
院
と
の
連
携
授
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
五
城
目
高
生
徒
１
・
２

年
生
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
ボ
の
グ
ル
ー

プ
７
人
が
、
授
業
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

「
祭
り
」
に
つ
い
て
の
発
表
で
は
、

町
内
に
伝
わ
る
祭
り
を
調
べ
、「
番

楽
や
さ
さ
ら
な
ど
を
伝
承
し
て
い
く

に
は
若
い
世
代
の
意
識
を
改
革
す
る

こ
と
や
、
若
者
が
祭
り
に
取
り
組
み

や
す
い
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
」

と
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

ま
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て

の
発
表
で
は
、「
昔
は
町
の
豊
か
な

森
林
資
源
を
背
景
に
し
た
炭
づ
く
り

を
し
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い
た
が
、

現
在
は
灯
油
な
ど
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
、
炭
づ
く
り
は
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
。
今
後
は
炭
の
使
い
方
が
変

化
し
て
き
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
森

林
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用

す
る
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
研
究
の
成
果
を
話
し
ま
し
た
。

大
学
院
生
は

小
売
業
と
誇
り
を
調
査

五
城
目
高
生
に
引
き
続
き
、
東
大

大
学
院
の
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

の
院
生
７
人
と
国
際
教
養
大
の
学
生

６
人
が
、「
農
山
村
地
域
の
小
売
業
」

と
「
地
域
の
誇
り
と
移
住
」
の
二
つ

の
テ
ー
マ
で
、
町
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
院
生
ら
は
、
人
口
減
で
縮
小

す
る
社
会
を
持
続
さ
せ
る
糸
口
を
探

ろ
う
と
高
齢
化
率
の
高
い
当
町
で
調

査
を
し
ま
し
た
。

買
い
物
状
況
を
調
査
し
た
班
は
、

「
ス
ー
パ
ー
や
朝
市
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割

が
異
な
り
、
共
存
し
て
い
る
。
し
か

し
、
朝
市
出
店
者
が
高
齢
化
し
、
後

継
者
の
確
保
が
必
要
」
と
課
題
を
発

表
。ま

た
、
誇
り
と
移
住
を
調
査
し
た

班
は
、「
五
城
目
町
民
は
み
ん
な
町

に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
外
で
町

を
応
援
す
る
人
た
ち
が
増
え
て
く

る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

大
学
院
で
の
調
査
は
今
後
３
年
間

続
け
ら
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

発
表
さ
れ
ま
す
。

県
立
五
城
目
高
校
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
東
京
大
学
大
学
院
、
明

治
大
学
そ
れ
ぞ
れ
と
連
携
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
城
目
高
校
の
生
徒
は
大
学
生
ら
と
町
の
将
来
像
や
、
町
を
持
続

さ
せ
る
た
め
の
方
法
、
15
年
後
の
社
会
を
想
像
し
、
将
来
の
生
き
方

を
考
え
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
可
能
性
や
資
源
を
見
い
だ
し
、
卒
業
後
の
進
路
や
人
生
に
役
立

て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

両
大
と
の
授
業
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
石
田
万
梨
奈
さ
ん
、
柳

澤
龍
さ
ん
の
人
脈
が
縁
に
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

１
月
29
日
に
は
、
東
大
大
学
院
生
ら
と
授
業
を
取
り
組
ん
で
き
た

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ラ
ボ
」
の
グ
ル
ー
プ
が
「
祭
り
」、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
つ
い
て
の
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
２
月
４
日
に
は
、
明
大
生
と
授
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
２
年

生
97
人
が
、
15
年
後
の
将
来
を
想
像
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
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明
大
生
と
の
連
携
授
業

で
は
、
情
報
化
に
つ
い
て

調
べ
ま
し
た
。

15
年
後
は
情
報
化
が
発

達
し
、
外
国
の
人
と
も
身

近
に
な
り
、
知
識
を
共
有

で
き
、
社
会
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

世
界
平
和
に
も
つ
な
が
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
の
私
は
、

映
像
制
作
の
仕
事
に
就

き
、
そ
の
映
像
を
世
界
中

の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

駆
使
し
て
配
信
し
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
知
識
を
増

や
し
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

2030年の社会は
グローバル化

2030年
世界中に映像を配信

五
城
目
高
等
学
校
２
年

　
　
□
□
　
　
□
さ
ん

五
城
目
高
等
学
校
２
年

　
　
□
□
　
□
□
さ
ん

今後15年で社会はどのように変化するかなどを小グループに分かれ意見を出し合う生徒たち

模造紙にみんなの意見をまとめ、2030年の社会の姿を発表

様々なご縁で実現した五城目高校との連携授業
は、明治大の学生たちが議論を繰り返し、半年かけ
て準備をしてきました。
五城目について調べていくうちに、日本が抱える
過疎や少子高齢化などの社会問題と同時に日本の
地方の美しさ、これからの新しい生き方、働き方に
ついて知ることができました。そういった側面を知る
ことで「地方で生きる」「地方とつながる」ことの意義、
価値について考え始めました。
私たちにとって五城目は、新しい土地、新しい人、
新しい価値観、新しい関心、これからの未来との「つ
ながり」をつくってくれた場所です。

本校では、調べ学習や意見交流・ディベートなど、
生徒がより能動的に学習する授業スタイルを実践し
ていますが、もう一段高い視野に立ち、考え、表現
する力を獲得する方法を検討していました。そこに、
地域おこし協力隊の皆さんとのご縁を頂戴し、今回
の授業が実現しました。
明治大学や東大大学院と連携したこの授業を通じ
て「考えること、想像すること、表現することが楽しく
てしかたがなかった。自分の今が未来と地続きであ
ることを実感できた」という生徒の感想が学習の成
果を物語っています。
五城目高校だからこそ可能となった授業開発に

「感謝」です。

五城目高校だからこそ
可能となった授業

地方で生きることの意義

五
城
目
高
等
学
校

　
　
石
黒
み
ど
り
校
長

明
治
大
学

国
際
日
本
学
部

　
岸
磨
貴
子
特
任
講
師

（
連
携
授
業
を
担
当
）

明
治
大
学
と
連
携
し

15
年
後
の
未
来
を
考
え
る

２
月
４
日
、
五
城
目
高
校
で
、

五
城
目
高
２
年
生
と
明
治
大
学
国

際
日
本
学
部
と
が
進
め
て
き
た
連

携
授
業
の
ま
と
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
生
徒
に
地
域
の

未
来
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
す
る

五
城
目
高
校
と
、
日
本
が
抱
え
る

過
疎
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会

問
題
を
当
町
で
の
実
践
を
通
じ
て

学
ぼ
う
と
す
る
明
治
大
学
が
連
携

す
る
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。

五
城
目
高
生
は
、
明
大
生
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
テ
レ

ビ
会
議
を
通
じ
て
、
生
涯
学
習
、

教
育
の
Ｉ
Ｔ
化
、
少
子
高
齢
化
、

結
婚
、
情
報
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
仕
事
な
ど
を
テ
ー
マ
に
15
年

後
の
将
来
を
想
像
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
２
０
３
０
年
の
社
会
を
思
い
描

き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
明
大
生
の
指
導
で
、
取
り

組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
、
２
０
３

０
年
の
社
会
や
自
分
は
ど
の
よ
う

な
職
業
に
就
き
、
結
婚
し
、
子
ど

も
は
何
人
い
る
か
な
ど
を
発
表
し

合
い
ま
し
た
。

「
２
０
３
０
年
を
考
え
る
」。

こ
の
テ
ー
マ
で
学
習
を
始
め
て

か
ら
の
生
徒
た
ち
は
、
通
常
の

授
業
と
は
異
な
り
自
分
の
将

来
を
、
社
会
の
未
来
を
真
剣

に
考
え
て
い
ま
し
た
。
既
存
の

知
識
を
フ
ル
活
用
し
、
不
足
し

て
い
る
知
識
は
自
ら
調
べ
学
習

を
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
自
分

の
言
葉
で
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
最
大
の
成

果
で
す
。
今
回
の
学
習
が
、
生

徒
た
ち
の
未
来
に
つ
な
が
っ
て

く
れ
る
学
習
で
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

未来につながる学習を

五
城
目
高
等
学
校

　
　
　
三
浦
貴
子
教
諭

（
明
治
大
学
と
の連

携
授
業
を
担
当
）

五城目高おもいっきり！
アクティブ・ラーニング

大学生の指導で五高生が2030年の社会や自分の姿を想像

地域起こし協力隊の石田さん㊧と
柳澤さん㊥も授業を指導

大学生の的確なアドバイスで
進められる授業



地
域
活
性
化
の
指
針

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

　
「
五
城
目
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
町
の
最
上

位
計
画
の
「
総
合
発
展
計
画
」
と
の

整
合
性
を
図
り
、
人
口
問
題
に
焦
点

を
当
て
、
政
策
を
整
理
し
、「
人
口

減
少
の
克
服
」、「
地
方
創
生
」
に
特

化
し
た
取
り
組
み
の
充
実
、
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
ご
と
づ
く
り
」、「
移
住
・
定

住
対
策
」、「
少
子
化
対
策
」
の
三
つ

の
基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

推
進
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。 

1
し
ご
と
づ
く
り

 　

若
い
世
代
の
定
着
、
移
住
の
促

進
を
図
る
た
め
、
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
五
城
目
町
ブ
ラ
ン
ド
」
を
構
築

し
、
産
業
連
携
を
進
め
、
起
業
者
支

援
や
移
住
者
就
業
支
援
を
中
心
と
し

た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
町
総
合
発
展
計
画
」
に
基
づ
き

町
の
基
幹
産
業
の
農
林
業
の
振
興

や
、
伝
統
産
業
の
保
護
に
努
め
る
と

と
も
に
、
本
総
合
戦
略
で
は
、
人
口

減
少
の
抑
制
に
効
果
の
高
い
施
策
を

中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

2
移
住
・
定
住
対
策

　

町
外
か
ら
の
移
住
促
進
を
図
る
た

め
、
移
住
希
望
者
を
中
心
に
首
都
圏

等
に
住
む
若
い
世
代
を
本
町
に
呼
び

込
む
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
移
住
者

に
対
し
て
、
総
合
的
な
支
援
事
業
を

整
え
る
こ
と
で
、
移
住
先
と
し
て
選

ば
れ
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
総
合
戦
略
で
は
、
転
入
世
帯
数

の
増
加
を
目
標
に
、
町
内
外
へ
地
域

の
魅
力
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で

本
町
へ
の
「
ひ
と
」
の
流
れ
を
増
や

し
、
町
民
の
地
域
愛
の
醸
成
を
図
り
、

若
い
世
代
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
若

い
世
代
の
地
元
定
着
を
促
し
ま
す
。

3
少
子
化
対
策

 　

地
域
の
発
展
・
存
続
に
は
、
町

で
生
ま
れ
、
育
つ
子
ど
も
の
数
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

す
。
本
町
で
は
夫
婦
が
望
む
数
の
子

ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
り
、
次
の
「
も
う
一
人
」

を
促
す
施
策
・
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
本
町
の
出
生
率
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　

本
総
合
戦
略
で
は
、
子
育
て
世
代

に
向
け
た
経
済
的
支
援
の
拡
充
を
図

り
、
男
女
の
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
・

出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
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町
で
は
、
雇
用
創
出
や
地
域
活
性
化
の
指
針
と
な
る
「
五
城
目
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

と
２
０
６
０
年
の
町
の
人
口
目
標
を
定
め
る
「
五
城
目
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
地
方
創
生
に
関
す
る
施
策

を
定
め
ま
し
た
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
町
の
人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
２
０
６
０
年
ま
で
の
人
口
を
推
計
し
、
今
後

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性
と
人
口
の
将
来
展
望
を
定
め
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
子
育
て
世
代
、
移
住
者
、
金
融
機
関
、

町
内
企
業
、
農
業
、
町
内
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
関
係
者
ら
に
よ
る
策
定
審
議
会
で
、
内
容
を
審
議

い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
６
０
年
目
標
人
口

４
、３
８
７
人
と
す
る

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
「
五
城
目
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
は
、
町
の
合
計
特
殊
出
生
率

を
緩
や
か
に
上
昇
さ
せ
、
人
口

減
少
の
速
度
を
抑
制
し
、
平
成

52
年
（
２
０
４
０
年
）
に
は
５
、

９
５
６
人
、
平
成
72
年
（
２
０

６
０
年
）
に
は
４
、３
８
７
人

の
人
口
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

 

　
詳
し
い
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
と
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て
は
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
３
月
１
日
に
お
配

り
し
た
「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
特
集

号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
ま
ち
づ

く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
６

１
）
ま
で

♦
五
城
目
高
の
発
表
に
感
動

五
城
目
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
15
年
後
に

は
30
歳
に
な
り
町
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
に
な
り

ま
す
。
五
城
目
高
校
は
郡
内
唯
一
の
高
校
で

あ
り
、
教
育
機
関
と
し
て
だ
け
で
な
く
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
、
町
の
未
来
を
担
う

人
を
育
て
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

高
校
生
に
「
五
城
目
の
未
来
は
ど
う
な
る

と
思
う
？
」
と
聞
く
と
、「
人
口
が
減
っ
て

な
く
な
る
」「
仙
台
か
東
京
に
行
く
か
ら
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
「
五
城
目
の
こ
と
は
当
た

り
前
す
ぎ
て
、
調
べ
た
こ
と
も
考
え
た
こ
と

も
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ラ
ボ
で
す
。

10
月
に
ソ
ー
シ
ャ
ル・ラ
ボ
を
立
ち
上
げ
、

11
月
か
ら
は
研
究
テ
ー
マ
を
絞
り
込
み
、
県

立
図
書
館
で
の
情
報
収
集
、
調
査
テ
ー
マ
の

設
定
を
し
て
地
域
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
内

容
を
作
成
し
ま
し
た
。
新
年
早
々
に
祭
り
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
２
日
間
実

施
。
結
果
を
学
会
で
使
わ
れ
る
研
究
発
表
の

構
成
で
ま
と
め
ま
し
た
。

１
月
29
日
に
東
京
大
学
大
学
院
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
町
に
１
週
間
滞
在
し
て
研
究
し
た

結
果
発
表
会
を
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
で
行
い
ま

し
た
。
そ
の
発
表
に
合
わ
せ
て
五
城
目
高
校

の
生
徒
た
ち
も
発
表
を
し
ま
し
た
。
発
表
は

大
盛
況
で
、「
五
城
目
高
校
の
生
徒
は
、
素

晴
ら
し
い
ね
！
」
と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お

声
が
け
い
た
だ
き
、胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

発
表
会
前
日
、「
町
に
残
る
こ
と
を
考
え

る
よ
う
な
っ
た
」
と
１
人
の
生
徒
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
立
ち
止
ま
っ
て
、
足
元
を
楽

し
み
な
が
ら
知
る
、
そ
こ
で
地
域
の
大
人
が

彼
ら
の
や
り
た
い
こ
と
を
応
援
す
る
と
き
、

次
世
代
が
育
つ
。
次
世
代
へ
の
投
資
の
場
が

ソ
ー
シ
ャ
ル・ラ
ボ
で
す
。（
担
当：柳
澤
龍
）

♦
高
校
生
、
大
学
生
が

　
刺
激
的
な
授
業
を
実
践

２
月
４
日
、
五
城
目
高
校
と
明
治
大
学
国

際
日
本
学
部
が
５
か
月
間
連
携
し
て
進
め
て

き
た
授
業
の
ま
と
め
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！
　
対
象
は
、
五
城

目
高
校
２
年
生
97
人
。

当
日
は
、
明
大
生
の
熱
血
☆
司
会
！
　
で

ス
タ
ー
ト
。「
今
日
重
要
な
こ
と
は
、
熱
い

情
熱
・
勇
気
・
笑
顔
！
　
15
年
後
の
未
来
の

社
会
や
、
そ
の
と
き
自
分
自
身
が
ど
う
あ
り

た
い
か
考
え
て
み
る
授
業
で
す
。
ま
ず
は
こ

の
機
会
を
『
楽
し
ん
だ
も
ん
勝
ち
』
!!
」 

各
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
。 「
生
涯
学
習
」「
結
婚
」「
地
方
or
都
会
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
設
定
。

大
学
生
が
、「
勉
強
す
る
場
が
学
校
だ
け

じ
ゃ
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね
！
」
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
先
を
歩
く
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
の
視
点
を
提
供
し
て
、
生
徒
た
ち
は
こ
れ

か
ら
の
社
会
、
そ
こ
で
自
分
が
ど
こ
で
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
た
い
か
、
想
像
力
を
巡
ら

せ
ま
し
た
。

一
方
、
大
学
生
に
と
っ
て
、
五
城
目
町
は

学
び
の
宝
庫
。
滞
在
中
、
町
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
で
協
力
隊
の
活
動
を
知
り
、
シ
ェ
ア

ビ
レ
ッ
ジ
町
村
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
民
の
ご
厚
意

で
郷
土
料
理
「
き
ゃ
の
こ
汁
」
や
夕
食
を
ご

ち
そ
う
に
な
り
、
本
当
に
幸
せ
だ
〜
！
と
。

「
今
後
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
、
模

索
は
続
き
ま
す
が
、
今
回
の
経
験
は
す
ご
く

良
い
も
の
で
、
記
憶
に
残
り
続
け
る
も
の

だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
何

ら
か
の
形
で
五
城
目
に
関
わ
ら
せ
て
く
だ
さ

い
！
」「
東
京
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
、
海
外
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
。
五
城
目
に
行
っ
た
か
ら
こ
そ
、
学
ぶ

こ
と
や
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
こ
の

数
日
間
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
何
か
が
変

わ
る
大
き
な
契
機
に
な
り
ま
し
た
」。

大
学
生
や
都
市
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て

は
、
五
城
目
の
普
通
の
暮
ら
し
が
と
て
も
新

鮮
な
場
所
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
旅

人
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
る
お
宅
を
募
集

中
で
す
。

５
か
月
間
の
授
業
、
す
ぐ
結
果
が
現
れ
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
交
流
で

の
経
験
が
関
わ
っ
た
生
徒
や
学
生
達
に
と
っ

て
、
よ
り
視
野
を
広
げ
て
、
自
分
の
道
を
開

拓
し
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す

よ
う
に
！ 

（
担
当
：
石
田
万
梨
奈
）

ワークショップが終わった後も
名残りおしそうにお話がはずみむ五高生と明大生

総合戦略、人口ビジョンの原案を審議し渡邉町長に答申する
岸拓也まち・ひと・しごと創生総合戦略策定審議会会長㊨

次
世
代
へ
の
投
資
と
、若
い
人
が
育
つ
と
こ
ろ

町
の
地
方
創
生
施
策
を
定
め
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」と

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た



任期満了に伴う町議会議員選挙が、
3月27日㈰に行われます。
五城目町明るい選挙推進協議会で

は、健全な民主政治と豊かで安定した
社会の発展を願い、多くの有権者や候
補者によって、明るく正しい選挙が行わ
れることを願っています。
「明るい選挙」とは、ずばり、買収や
接待といった選挙犯罪や義理人情によ
る選挙を排除し、公正かつ適正に選挙
が行われ、その結果に選挙人の意思
が正しく反映されることであると考えて
おります。そのためには、有権者も候
補者も、「贈らない」「求めない」「受
け取らない」のいわゆる「三ない運動」
の徹底を図っていただきたいと念願い
たします。
一方、昨年６月に公職選挙法等の
一部を改正する法律が成立・公布され、
選挙権年齢が満18歳以上に引き下げ
られることになりました。今回の町議会
議員選挙ではまだ適用されませんが、
今年7月の参議院議員選挙では、初め
て18歳・19歳の方も投票できることに
なります。
この改正が、各種選挙における投票
率の低下傾向に一石を投じ、さらに若
い世代の投票率向上につながることを
期待しています。また、当協議会でも、
若い世代を対象とした啓発活動の展開
を図っていけたらと考えております。
選挙権は、日本国憲法に基づく皆さ

んが有する、大切な権利の一つです。
今回のような身近な選挙では、皆さん
が有する一つ一つの権利が、町の進
むべき未来に大きな影響を与えます。
ぜひ、皆さんの願いが込められた一票
がより多く集まり、その結果が将来のよ
り良いまちづくりにつながることを念願
いたします。

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
８
５
２
・
５
３
１
８
）

告
示
日
に
ご
自
宅
へ
届
い
て
い
な
い
方
、
選
挙

権
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
方
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
、
投
票

時
間
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
期き
じ
つ
ぜ
ん
と
う
ひ
ょ
う

日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み

の
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・�

期　

間　

�

３
月
23
日
㈬
か
ら
26
日
㈯
の
４
日
間

・�

時　

間　

�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

・�

場　

所　

役
場
３
階　

会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

告
示
日
の
３
月
22
日
㈫
は
、
期
日
前
投
票
も
不

在
者
投
票
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

（
お
願
い
）
投
票
日
当
日
の
投
票
所
は
、
既
存
の

施
設
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
車
イ
ス
用
の
記

載
台
は
備
え
て
い
ま
せ
ん
。
車
イ
ス
を
ご
利
用

の
方
は
、
期
日
前
投
票
を
お
勧
め
し
ま
す
。
役

場
正
面
玄
関
前
に
駐
車
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
の
う
え
、
３
階
会
議
室
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
３
月
23
日
㈬

か
ら
26
日
㈯
ま
で
の
４
日
間
で
す
。

期
間
が
短
く
、
選
挙
期
日
間
近
に
請
求
さ
れ
た

投
票
用
紙
は
、
そ
の
投
票
を
受
理
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
告

示
日
前
で
あ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

❶
指
定
の
病
院
や
施
設
に
入
院（
所
）中
の
方

　

�　

指
定
施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

早
め
に
施
設
等
の
職
員
の
方
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

❷
投
票
日
当
日
、
町
外
に
滞
在
中
の
方

　

�　

滞
在
先
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
早
め
に
五
城
目
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
で
き
る
方

平
成
８
年
３
月
28
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
27
年
12
月
21
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
五
城

目
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
次
の
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

・
公
民
権
停
止
中
の
方

・
日
本
国
籍
の
無
い
方

◆
投　

票　

日

　

３
月
27
日
㈰

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※�

馬
場
目
第
３
、
富
津
内
第
２
投
票
区
の
投
票
時

間
は
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

※�

３
月
10
日
㈭
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出
を
さ
れ

た
方
は
、
転
居
前
の
投
票
区
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
告
示
日
・
立
候
補
届
出
日

　

３
月
22
日
㈫

　

立
候
補
の
届
け
出
の
受
け
付
け
は
、
３
月
22
日

㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
役
場
２
階
正
庁
で
行
い
ま

す
。

◆
開

票

　

開
票
と
選
挙
会
は
、
３
月
27
日
㈰
午
後
８
時
か

ら
、
役
場
２
階
正
庁
で
行
い
ま
す
。

※�

一
般
の
参
観
席
は
、
先
着
30
人
ま
で
。
参
観
の

受
け
付
け
は
、
午
後
７
時
か
ら
、
役
場
１
階
の

ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
す
。

◆
投
票
所
入
場
券

告
示
日
以
前
に
、
郵
便
で
の
配
達
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
町
外
へ
転
出

さ
れ
た
方
は
、
こ
の
選
挙
の
選
挙
権
を
失
い
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
五
城
目
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
を

３
月
27
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

将
来
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
、
よ
り
良
い
く
ら
し
の
実
現
に
、

皆
さ
ん
の
願
い
を
込
め
た
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

投 票 所 一 覧 〔投票時間：午前７時〜午後７時　　　　　　　　　　　　　　
※ただし、馬場目第３、富津内第２投票区の投票時間は午後６時までです。〕

五
城
目

第

１

広
ケ
野
・
希
望
ケ
丘
・
田
町

今
町
・
築
地
町
・
上
田
町

下
山
内

も
り
や
ま
こ
ど
も
園

ゆ
う
ぎ
室
（
五
城
目�

保
育
園
・
幼
稚
園
）

五
城
目

第

２

畑
町
・
新
畑
町
・
東
磯
ノ
目

西
磯
ノ
目
・
矢
場
崎

字
七
倉
16
番
地
19
と
16
番
地
21

役
場
庁
舎

１
階

町

民

談

話

室

五
城
目

第

３

御
蔵
町
・
新
町
・
一
番
町

古
川
町
・
紀
久
栄
町
・
小
池
町

川
原
町
・
長
町
・
仲
町
・
米
沢
町

五

城

館

展

示

ホ

ー

ル

五
城
目

第

４

下
高
崎
・
高
崎
・
上
高
崎
・
舘
越

久
保
・
新
里
町

馬
川
交
流
セ
ン
タ
ー

五
城
目

第

５

昭
辰
町
・
雀
舘
・
舘
町
・
中
川
原

上
樋
口
（
上
）
・
上
樋
口
（
下
）

樋
口
・
岩
城
町

老
人
ホ
ー
ム
・
広
青
苑

町

民

セ
ン
タ

ー

馬
場
目

第

１

帝
釈
寺
・
町
村
・
門
前
・
蓬
内
台

小
野
台

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

多

目

的

ホ

ー
ル

馬
場
目

第

２

寺
庭
・
中
村
・
平
ノ
下
・
水
沢

中

村

公

民

館

馬
場
目

第

３

恋
地
・
坊
井
地
・
杉
沢
・
合
地

杉
沢
交
流
セ
ン
タ
ー

友
　

愛
　

館

富
津
内

第

１

上
山
内
・
富
田
・
八
田

台
御
蔵
下
・
黒
土
・
小
倉

富
津
内
地
区
公
民
館

研

修

室

富
津
内

第

２

脇
乙
・
落
合
・
高
千
・
北
北
口

中

津

又

地

区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内

川

湯
ノ
又
・
小
川
口
・
浅
見
内

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

大

川

第

１

大
川
・
下
樋
口
・
曙
町

大
川
多
目
的
集
会
所

大

川

第

２

石
崎
・
西
野
・
谷
地
中

西

野

公

民

館

森

山

野
田
・
岡
本
・
浦
横
町

森
山
地
区
公
民
館

集

会

室
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お問い合わせ　町議会事務局（☎852・5411）

町議会３月定例会の日程（予定）

町議会を
傍聴してみませんか
❖３月 3日㈭� 午前10時〜
� 本会議　町長・教育長施政説明

❖３月 4日㈮　午前10時〜
� 本会議　�一般質問、議案上程

❖３月 7日㈪　午前10時〜
� 本会議　�議案上程

❖３月 8日㈫、9日㈬、10日㈭
� 各常任委員会

❖３月11日㈮　午前10時〜
� 本会議　�各常任委員長報告、　

質疑、討論、議決

明るい選挙・大切な一票

五城目町明るい選挙推進協議会
会長　新谷　研逸
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お子さんを遊ばせながら、子育て
やお子さんの健康などについて一緒
にお話ししてみませんか。楽しい遊
びを用意してお待ちしています。
▶  対　象
　 町内の保育園等入園前のお子さん
と保護者（乳児も大歓迎です）
▶時　間　午前９時30分～

午前11時30分
▶  場　所　 もりやまこども園
▶３月 2日㈬　 ひな祭り会をしよう
▶３月17日㈭　 ミニミニカレーパー

ティに参加しよう！

お問い合わせ
もりやまこども園（☎852・3805）

■　健　　診　■

７日㈪　３歳児健康診査
対象　平成24年８月３日～31日

生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

28日㈪　乳児健康診査
（４・７・10か月）

対象　平成27年５月、８月、11月
生まれ

受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■

８日㈫・22日㈫
母子手帳交付・妊婦相談
時間　９時～15時
場所　健康福祉課
※ 交付日以外で交付を希望される
方は、事前にご連絡ください。

23日㈬　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
時間　10時～正午
場所　ケアセンター五城目

　物忘れで困っている人やご家
族、認知症を予防したいと思って
いる人、認知症の人を支えたいと
思っている人など、色鉛筆画を通
してほっとしてみませんか。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

▼日　時　３月３日、10日、17日、24日、31日（木曜日）

▼時　間　午後１時～午後３時
▼会　場　ケアセンター五城目　１階

▼講　師　認知症サポーター
　　　　　久保市勲さん（畑町）

▼持ち物　 画用紙、ねり消し（消しゴム）、鉛筆、色鉛
筆、飲み物など

※参加は無料です。

お申し込み・お問い合わせ
町地域包括支援センター（☎855・1070）

Ｍ
Ｒ
、二
種
混
合
、

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チン
を
受
け
ま
し
ょ
う！

接
種
期
限
は
３
月
31
日
㈭
で
す

定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
と
な
っ
て
い

る
次
の
お
子
さ
ん
は
、
接
種
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
の
対

象
年
齢

第
２
期
： 

５
歳
以
上
７
歳
未
満
（
今
年
の

４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
お

子
さ
ん
）

▼ 

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
予

防
接
種
の
対
象
年
齢

小
学
６
年
生
：
平
成
15
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※ 

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
の
接
種
に
限
り
１
人

３
、０
０
０
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
対
象
の
方
に
は
５
月
に
通
知
を
し
て
い

ま
す
）

※ 

接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
有
料
ま
た
は
助
成

対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
、
未
接
種
の
場

合
は
早
め
に
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

感
染
症
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う！

３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
７
日
㈪
は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
は
、
も
う
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。
接
種
漏
れ
が
無
い
よ
う
、
も

う
一
度
母
子
手
帳
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【 

週
間
中
は
土
・
日
曜
日
で
も

　

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
】

　

県
内
の
医
療
機
関
が
協
力
し
て
、
診
療
時

間
外
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

通
常
の
診
療
時
間
に
お
子
さ
ん
の
接
種
が

で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
接
種
の
申
し
込
み

　

接
種
を
受
け
ら
れ
る
時
間
が
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
必
ず
３
日
前
ま
で
に
医
療
機
関
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）

□□　□□ちゃん
（雀　舘）

□□　□□ちゃん
（寺　庭）

□□　□□くん
（紀久栄町）

□□　　□ちゃん
（新畑町）

□□　□□ちゃん
（雀　舘）

□□□□□くん
（田　町）

□□　□□くん
（高　崎）

献血のお願い
２月15日、町内４会場で献血

を実施した際、多くの方々より
ご協力いただきました。ありが
とうございます。
３月６日㈰の献血にもご協力
をお願いします。

▲

実 施 日　３月６日㈰▲

場　　所　イオンス－パ－センタ－五城目店▲

受付時間　午前10時～午後０時30分
　　　　　　午後２時～午後４時

※ 献血にご協力いただいた方には、粗品を進呈してい
ます。

お問い合わせ
町健康福祉課（☎852・5180）

２月１日の３歳児歯科健康診査で、虫歯のなかったお友達です。
町健康福祉課　☎852・5180



寺
の
総
代
を
務
め
て
い

る
□
□
さ
ん
。
般
若
心
経

を
そ
ら
で
言
う
こ
と
も
で

き
る
そ
う
で
す
。
米
価
の

値
上
げ
運
動
に
参
加
し
た

こ
と
が
一
番
の
思
い
出
だ

そ
う
で
す
。

「
腹
七
分
目
を
心
掛
け
、

塩
分
を
控
え
る
こ
と
」
が

長
寿
の
秘
訣
と
の
こ
と
で

し
た
。

新
聞
を
読
む
こ
と
と
、

日
記
を
つ
け
る
こ
と
を
日

課
と
し
て
い
る
□
□
さ

ん
。
日
記
は
40
年
ほ
ど
続

け
て
い
る
そ
う
で
す
。
鉄

筋
関
係
の
仕
事
で
長
年
働

い
て
い
ま
し
た
。

「
な
ん
で
も
よ
く
食
べ
、

健
康
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

野
菜
づ
く
り
が
上
手

で
、
若
い
こ
ろ
は
毎
日
の

よ
う
に
畑
へ
出
か
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ

て
い
た
□
□
さ
ん
。お
し
ゃ

べ
り
が
楽
し
み
で
す
。

「
誰
と
で
も
笑
顔
で
、

何
事
に
も
く
よ
く
よ
し
な

い
で
前
向
き
で
い
る
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
だ
そ

う
で
す
。

山
が
好
き
で
、
２
、
３

年
前
ま
で
山
菜
を
採
り
に

い
っ
て
い
た
と
い
う
□
□

さ
ん
。
野
菜
づ
く
り
も
得

意
で
す
。
長
寿
の
秘
訣
は

何
で
も
よ
く
食
べ
る
こ

と
。「シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で

み
ん
な
と
お
話
し
す
る
こ

と
が
楽
し
み
」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

料
理
が
得
意
と
□
□
さ

ん
。
若
い
こ
ろ
は
す
し
屋

で
、
す
し
を
握
っ
て
い
ま

し
た
。祭
り
の
と
き
に
は
、

に
ぎ
り
ず
し
や
寒
天
を

作
っ
て
家
族
に
ふ
る
ま
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

「
歌
う
こ
と
、
何
で
も

よ
く
食
べ
る
こ
と
」
が
長

寿
の
秘
訣
と
の
こ
と
で
し

た
。

２
月
６
日
、
□
□
□
□
さ
ん

が
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

□
□
さ
ん
は
畑
町
の
出
身
で
、

□
□
さ
ん
（
故
人
）
と
ご
結
婚

さ
れ
、
３
女
と
４
人
の
孫
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
は
農

作
業
の
手
伝
い
や
、
公
民
館
の

生
涯
学
習
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
お
茶
会

で
の
友
達
と
の
お
し
ゃ
べ
り
だ

そ
う
で
す
。

毎
日
散
歩
す
る
こ
と
が
長
寿

の
秘
訣
と
の
こ
と
で
し
た
。

園
芸
が
楽
し
み
と
□
□

さ
ん
。
20
年
ほ
ど
前
か
ら

ラ
ン
を
育
て
て
い
る
そ
う

で
す
。
手
先
が
器
用
で
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
編
み
物

も
得
意
で
す
。

「
好
き
き
ら
い
な
く
何

で
も
食
べ
る
こ
と
と
、
家

族
み
ん
な
仲
が
良
い
こ

と
」
が
長
寿
の
秘
訣
と
の

こ
と
で
し
た
。

八
郎
潟
町
の
出
身
で

「
盆
踊
り
が
得
意
」
と
□

□
さ
ん
。
家
族
と
お
話
し

し
た
り
、
散
歩
を
し
た
り

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

こ
と
が
長
寿
の
秘ひ

け
つ訣
で
、

「
医
者
に
か
か
っ
た
り
薬

を
飲
ん
だ
り
も
せ
ず
、
健

康
に
過
ご
し
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

２
月
４
日
、
□
□
□
□
□
さ

ん
が
満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

□
□
□
さ
ん
は
北
ノ
又
で
生

ま
れ
育
ち
、
同
じ
く
北
ノ
又
出

身
の
□
□
□
さ
ん
（
故
人
）
と

ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

は
５
男
、
１
女
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
ば
打
ち
が
趣
味
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
好
き
き
ら

い
な
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」。

い
こ
い
の
里
で
、「
み
ん
な
と
お

話
し
を
し
て
笑
っ
て
過
ご
せ
る

こ
と
が
楽
し
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

♦100歳を迎えられた方（２月20日現在）
２月 4日　□□□□□さん（いこいの里）
２月 6日　□□　□□さん（広　青　苑）

♦90歳を迎えられた方（２月20日現在）
２月 3日　□□　□□さん（下　高　崎）

２月10日　□□　□□さん（田　　町）
２月15日　□□　□□さん（富　　田）
２月15日　□□□□□さん（紀久栄町）
２月20日　□□　□□さん（広　青　苑）

２月20日　□□　□□さん（西　　野）
２月20日　□□　□□さん（町　　村）
２月20日　□□□□□さん（野　　田）
２月20日　□□　□□さん（下　山　内）
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健康に気をつける

□□□□さん
（富　田）

笑顔で前向きに

□□□□さん
（広青苑）

腹七分目で長寿

□□□□さん
（西　野）

山菜採りが得意

□□□□さん
（町　村）

すしを握る

□□□□さん
（下山内）

笑顔で暮らす

□□□□□さん
（いこいの里・大正５年生まれ）

散歩で元気

□□□□さん
（広青苑・大正５年生まれ）

盆踊りが得意

□□□□さん
（下高崎）

ランを育てる

□□□□さん
（田　町）



➡
�

協
定
書
に
署
名
し
握

手
を
交
わ
す
渡
邊
会

長
㊨
と
三
浦
社
長

�第４回秋田県ジュニア水泳記録会
11歳～12歳女子
❖50Ｍ平泳ぎ
　▶第２位　五十嵐月衣（五城目小６年）

❖100Ｍ平泳ぎ
　▶第２位　五十嵐月衣（五城目小６年）

❖50Ｍバタフライ
　▶第３位　半田　彩夏（五城目小６年）

第７回秋田県新春書初め席書大会
　▶秀　作　佐川　晶哉（五城目小６年）

潟上市・南秋田郡学校保健大会
　▶健康生活推進顕彰児童生徒
　　　　　小玉　隼矢（五城目小６年）

　　　　　半田　彩夏（五城目小６年）

　　　　　鈴木　　亨（五城目一中３年）

　　　　　澤田石穂香（五城目一中３年）

（敬称略）

第５回男鹿潟上南秋新人ミニバスケッ
トボール大会
❖男子の部
　▶優　勝　�五城目男子ミニバスケッ

トボールスポーツ少年団

第７回秋田県柔道形競技会
❖投の形中学生の部
　▶第２位　取：小林　　楽

（五城目一中２年）

　　　　　　受：小林　　想
（五城目一中１年）

第31回能代弘道館杯柔道大会
❖中学生男子紅白勝抜試合
　▶優秀賞　小林　　楽

（五城目一中２年）

第28回中央地区ソロコンテスト
　▶金賞・優秀賞　鈴木　愛奈

（五城目一中２年）

第55回全県新年書きぞめ展
　▶金　賞　阿部理早子（五城目小２年）

　　　　　　伊藤　　輝（五城目小２年）

　　　　　　小玉　　蒼（五城目小２年）

　　　　　　伊藤　　凜（五城目小３年）

　　　　　　畠山凌太朗（五城目小３年）

　　　　　　伊藤　啓太（五城目小４年）

　　　　　　島﨑ひなた（五城目小４年）

　　　　　　伊藤　陽菜（五城目小５年）

　　　　　　小熊ことみ（五城目小５年）

　　　　　　佐藤　紅花（五城目小５年）

　　　　　　原田　孔明（五城目小６年）

　　　　　　菅生　真姫
（五城目一中１年）

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
聖パトリックの祝日 のお話です。
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大きなお鍋には行列もできた
あったか鍋まつり

「来年ももちつきをする」と話す
102歳の加藤タミヱさん（写真左）

在宅医療を支えるため、医療・介護などの
連携が必要と話す中鉢院長

２
月
20
日
、
朝
市
通
り
で
五
城

目
朝
市
「
あ
っ
た
か
鍋
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
３
、５
０
０
人
の
お
客
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
い
つ
も
の
冬
野
菜
な

ど
の
販
売
の
ほ
か
に
、
だ
ま
こ
鍋

や
タ
ラ
鍋
、
き
ゃ
の
こ
汁
、
桶
そ

ば
に
加
え
、
無
料
の
岩
手
県
大
槌

町
の
「
サ
ケ
汁
」、
気
仙
沼
産
の

焼
き
サ
ン
マ
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
朝
市
通
り
で
は
、
も

ち
つ
き
や
「
カ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」、
福
禄
寿
酒
造
の
酒
蔵
開
放

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
17
日
、
浅
見
内
活
性
化

委
員
会
（
会
長
渡
邊
律
雄
さ
ん
・

浅
見
内
６
区
）
と
有
限
会
社
ダ

イ
サ
ン
（
東
磯
ノ
目
で
ス
ー

パ
ー
を
営
業
）
が
「
浅
見
内
地

区
買
い
物
支
援
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

浅
見
内
活
性
化
委
員
会
は
、

商
品
の
仕
入
れ
や
経
営
面
な
ど

に
ダ
イ
サ
ン
の
協
力
を
得
て
、

「
お
互
い
さ
ま
ス
ー
パ
ー
」
を

運
営
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
は
、

買
い
物
の
支
援
を
必
要
と
す
る

地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
住
民

の
集
い
の
場
の
創
出
を
図
り
ま

す
。
浅
見
内
活
性
化
委
員
会
は
、

県
の
地
方
創
生
事
業
を
活
用
し

て
旧
内
川
児
童
館
を
改
装
し
、

３
月
30
日
㈬
に
開
店
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
に
は
生
鮮
食
品
や

日
用
品
を
並
べ
る
予
定
で
、
ダ

イ
サ
ン
は
取
り
扱
う
商
品
の
仕

入
れ
の
ほ
か
、
売
れ
筋
商
品
を

紹
介
し
、
商
品
管
理
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供
に
よ
り
、
住
民
の

ス
ー
パ
ー
の
運
営
を
手
助
け
し

て
い
き
ま
す
。

渡
邊
会
長
は
、「
ス
ー
パ
ー

に
サ
ロ
ン
も
併
設
さ
れ
る
の

で
、
人
が
集
ま
り
、

に
ぎ
や
か
に
な
っ
て

ほ
し
い
」。
ま
た
、

ダ
イ
サ
ン
の
三
浦
元

は
じ
め

社
長
は
「
五
城
目
町

で
店
を
始
め
て
20
年

に
な
る
。
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

２
月
18
日
、
広
青
苑
・
ケ
ア
ハ

ウ
ス
い
こ
い
の
里
で
、「
第
19
回

冬
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
冬
ま
つ
り
は
、
入
居
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
や
ご
家
族
と
の

交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
毎
年
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

森
山
荘
と
い
こ
い
の
里
の
入
居

者
が
つ
く
っ
た
彼
岸
花
が
食
堂

ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
、
集
ま
っ
た
２

７
０
人
の
冬
ま
つ
り
参
加
者
は
、

も
ち
つ
き
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

く
じ
引
き
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
み
ん
な
元
気
に
冬
の
１
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。

２
月
16
日
、
第
４
回
多
職
種
合

同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
介
護
施
設
職
員
な
ど

55
人
が
参
加
。「
超
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
地
域
医
療　

高
齢
者
が

安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
た

め
に
」
と
い
う
演
題
で
、
湖
東
厚

生
病
院
の
中
鉢
院
長
が
講
話
を
し

ま
し
た
。
中
鉢
院
長
は
、
南
秋
田

郡
の
現
状
を
説
明
し
な
が
ら
、
延

命
医
療
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
城
目
町
居
宅
支
援
事

業
所
管
理
者
の
布
川
敬
子
さ
ん
が

医
療
と
の
連
携
な
ど
の
事
例
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
お
鍋
で
ポ
ッ
カ
ポ
カ

浅
見
内
に「
お
互
い
さ
ま
ス
ー
パ
ー
」

３
月
30
日
㈬
オ
ー
プ
ン

広
青
苑
・
い
こ
い
の
里
で
冬
ま
つ
り

在
宅
医
療
介
護
を
学
ぶ
合
同
会
議

St. Patrick’s Day
In�March,� a�popular� holiday� that� is� celebrated�
around�the�US�is�St.�Patrick’s�Day�.�St.�Patrick’s�
Day� is�an� Irish�celebration�of�when�Christianity�
was� introduced� to� Ireland.� It� is� celebrated�
around� the� world� in� various� ways� on�March�
17th.�In�America,�St.�Patrick’s�Day�is�a�day�that�
celebrates�Irish�culture.�People�wear�
green,� drink� beer� and� eat� corned�
beef� and� cabbage,� and� there� are�
many�parades!�In�Chicago,�the�river�
is�dyed�green�for�St.�Patrick’s�Day!�

A� shamrock� is� a� symbol� often�
associated�with�St.�Patrick’s�Day�and�
Ireland.�St.Patrick�used�a�shamrock�
as� a� metaphor� for� the� trinity�（a�
Christian�symbol）.

Congratulations�to�all�the�graduating�
students� from�Gojome!�Follow�your�
dreams!

聖パトリックの祝日
アメリカで３月の祝日と言えば、聖パトリックの日
です。聖パトリックの日はアイルランドにキリスト教
が広まったことをお祝いする祝日です。３月17日は、
世界中でいろいろな方法でお祝いします。アメリカで
は、聖パトリックの日はアイルランド文化をお祝いし
ます。緑色の服を着て、ビールを飲んだり、コンビー

フとキャベツを食べたり、たくさんのパ
レードも行われます。シカゴでは、聖パ
トリックの日に川を緑色に染めます。

シャムロック（３枚に分かれている草）
は、聖パトリックの日とアイルランドを
連想させる象徴です。聖パトリックは
シャムロックを三位一体（キリスト教に
おいて父と子と聖霊が一体であるとする
教え）の隠喩として用いました。

五城目町の卒業生のみなさん、卒業お
めでとうございます！夢を追いかけて
ね！

シャムロックを持つ
聖パトリック



町臨時的任用職員を募集します
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【
　
短 

　
歌
　
】

生
き
て
ゆ
く
日
々
の
簡
潔
尊
と
し
て

冬
至
粥
今
朝
は
ほ
の
ぼ
の
と
食
ふ

 

舘
　
越
　
　

斎
藤
　
諒
一

根ね

ご

ろ来
寺
の
金
木
犀
を
い
た
だ
き
て

一
葉
額
の
角す

み

に
添
え
お
り

 

八
郎
潟
町
　
　

畑
澤
　
英
子

雪
ま
降
る
光
の
な
か
に
ふ
わ
ふ
わ
と

降
っ
て
も
積
も
ら
ぬ
二
月
の
雪
は

 

広
青
苑
　
　

藤
田
　
則
子

病
院
に
番
待
つ
人
を
労

ね
ぎ
ら

え
ば

「
来
ら
れ
る
だ
け
で
幸
せ
と
云
う
」

 

古
川
町
　
　

小
濱
　
キ
ヱ

　
【
　
俳 

　
句
　
】

野
を
駆
け
て
野の

び

る蒜
を
抜
き
し
遠
き
日
よ

 

昭
辰
町
　
　

本
間
　
富
子

葉
を
分
け
て
花
芽
を
さ
が
す
君
子
欄

 

湯
ノ
又
　
　

畑
沢
タ
マ
子

幸
せ
の
空
明
か
る
く
て
二
月
か
な

 

新
畑
町
　
　

近
江
　
三
保

雪
晴
や
猫
の
足
あ
と
隣
ま
で

 

上
田
町
　
　

工
藤
ミ
ネ
子

眼
鏡
拭
く
布
軟
ら
か
く
春
迎
ふ

 

上
田
町
　
　

石
井
美
智
子

雪
囲
ひ
老
い
て
力
に
技
も
な
し

 

上
樋
口
　
　

猿
田
ひ
ろ
子

　
【
　
川
　 
柳
　
】

夢
の
せ
て
飛
ば
し
て
や
っ
た
紙
風
船

 

長
　
町
　
　

平
川
の
ぶ
子

深
呼
吸
心
し
ず
か
に
時
刻
む

 

一
番
町
　
　

加
藤
　
星
花

聞
く
耳
を
持
た
ぬ
親
父
の
五
寸
釘

 
新
里
町
　
　

加
藤
　
円
心

千
年
の
森
に
樹
齢
は
語
ら
な
い

 

舘
　
町
　
　

細
田
　
陽
炎

ご
じ
ょ
う
め
の

　
文
　
芸

ふ
る
さ
と
を
想
う

一
　
関
　
大
　
輔

１
９
９
９
年
に
高
校
を
卒
業
し
、
大
学

進
学
を
期
に
五
城
目
町
を
離
れ
て
あ
っ
と

い
う
間
に
故
郷
で
過
ご
し
た
18
年
と
同
じ

く
ら
い
の
月
日
が
経
過
し
ま
し
た
。

夏
や
冬
に
は
毎
年
の
よ
う
に
実
家
に
帰

省
し
て
お
り
ま
す
が
、
以
前
は
そ
の
度
よ

く
遊
ん
で
い
た
友
人
と
も
年
々
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
お
り
「
最
近
ど

う
し
て
る
の
か
な
？
」「
元
気
に
生
活
し

て
る
の
か
な
？
」
と
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
通
信
機
器

等
の
便
利
な
機
能
も
あ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
上

で
は
近
況
を
す
ぐ
に
知
る
こ
と
が
で
き
、

多
方
面
で
の
大
活
躍
に
と
り
あ
え
ず
は
安

心
し
て
お
り
ま
す
。

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
毎
月
の
広
報

を
拝
読
し
て
る
中
で
、
最
近
五
城
目
町
の

人
口
が
つ
い
に
１
万
人
を
割
っ
た
と
知
り

ま
し
た
。
自
分
が
幼
少
の
こ
ろ
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
な
と
大
変
驚
い
て

お
り
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
に
対
し
町
と
し
て
移
住
や

起
業
さ
れ
る
方
を
対
象
に
い
ろ
い
ろ
と
応

援
す
る
制
度
を
行
っ
て
お
る
よ
う
で
自
分

と
し
て
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
な

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
自
分
は
現
在
関

東
在
住
に
て
、
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
へ
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
中
で
五
城
目
町
発
展
へ
の
何
か
し
ら

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
今
度
五
城
目
に

帰
っ
た
時
は
友
人
と
顔
を
合
わ
せ
五
城
目

弁
で
近
況
で
も
語
ら
い
な
が
ら
う
ま
い
酒

で
も
飲
み
た
い
も
の
で
す
。

新着図書の紹介
・異類婚姻譚（本谷有希子著）第154回芥川賞受賞作
・死んでいない者（滝口悠生著）第154回芥川賞受賞作
・つまをめとらば（青山文平著）第154回直木賞受賞作
・家族という病（下重暁子著）
・弧狼の血（柚月裕子著）
・人魚の眠る家（東野圭吾著）
※お問い合わせ　中央公民館（☎852・4411）

中央部後方で眼鏡を掛けているのが自分です

❶介護認定調査員 ････････････２人

▼仕事内容　 介護認定（新規・更新・
区分変更）申請のあっ
た方に対する自宅等へ
の訪問調査並びに調査
票の作成

▼任用期間　 ４月１日～平成29年
３月末（11ヶ月勤務）

▼勤務時間　午前８時30分～
午後５時15分

▼基本賃金　6,000円（日額）

▼必要な技術 ・資格
　　　　　　普通自動車免許

❷青空号作業員 ･･････････････１人

▼仕事内容　 町道の維持管理（草刈、
泥上げ、除雪など）

▼任用期間　 ４月１日～平成29年
３月末（11ヶ月勤務）

▼勤務時間　  午前８時30分～午後
５時15分（冬期間早
朝勤務あり）

▼基本賃金　6,900円（日額）

▼必要な技術 ・資格
普通自動車免許（厳
守）、大型特殊自動車
免許・車両系建設機械
運転、技能講習済みの
方を優遇

❸浄水場作業員 ･･････････････１人

▼仕事内容　 浄水場・簡易水道の維
持管理、浄水場の宿日
直

▼任用期間　 ４月１日～
　　平成29年３月末

▼勤務時間　 日勤（午前８時30分
～午後５時15分）、
宿直（午後５時15分
～午前８時30分）

▼基本賃金　 6,900円（日額・宿直
１勤務）

▼必要な技術 ・資格
　　　　　　普通自動車免許

❹学校校務員 ････････････････１人

▼仕事内容　 学校敷地内外の環境整
備、学校行事の準備、
書類送達

▼任用期間　 ４月１日～平成29年
３月末（11ヶ月勤務）

▼勤務時間　午前８時30分～
午後５時15分

▼基本賃金　5,700円（日額）

▼必要な技術 ・資格
　　　　　　普通自動車免許

❺児童生徒学校生活サポート職員
　　　　　　　　 ････････････１人

▼仕事内容　 障害のある児童生徒の
学校生活サポート

▼任用期間　 ４月１日～
　　平成29年３月末

▼勤務時間　 １日６時間（授業のあ
る日200日程度）

▼基本賃金　 6,000円（日額）

❻すずむしクラブ指導員
　　　　　　　　 ････････････２人

▼仕事内容　 小学校低学年児童の放
課後保育

▼任用期間　 ４月１日～
　　平成29年３月末

▼勤務時間　 １日５時間（年250日
程度）

▼基本賃金　 730円（時給）
　※社会保険なし

❼町民センター等施設管理員
　　　　　　　　 ････････････２人

▼仕事内容　 宿直、日直
（土・日・祝日）

▼任用期間　 ４月１日～平成29年
３月末（11ヶ月勤務）

▼勤務時間　 宿直（午後５時15分
～午前８時30分）、
日直（午前８時30分
～午後５時15分）

▼基本賃金　 5,000円（日額）

町地域活性化支援センターでは、ビジ

ネスチャンスやまちづくりをデザインの

視点から学ぶ「五城目 ＋
プラス

 デザイン」ワー

クショップを開催します。

2015年度グッドデザイン賞を受賞し

たシェアビレッジ町村や他の地域の成

功事例などを学び、参加者でアイデアを

出し合って制作も行います。

▶日　時　

　第１回　３月11日㈮

　　　　　午後６時から午後９時まで

　第２回　３月12日㈯

　　　　　午前９時から正午まで

▶会　場　町地域活性化支援センター

　　　　　　　　　　（旧馬場目小）

▶対　象　どなたでも参加可能

▶定　員　20人

お申し込み・お問い合わせ　町地域活性化支援センター（☎853・5155）

お問い合わせ　町総務課（☎852・5332）

※❶～❼共通事項

▼任用条件　 平成28年４月１日時点
で、満65歳未満の方

▼申し込み　 ３月11日㈮まで、役場総
務課へ履歴書を持参

▼面　　接　 ３月18日㈮に実施

▼そ の 他　 社会保険・雇用保険加入
（❻を除く）



日
付
と
曜
日

町　
　
　

内　
　
　

名

会
場

五城目

３
／
１

火

岩
城
町

東
磯
ノ
目
・
西
磯
ノ
目

役場４階
「大会議室」

森　山

２

水

岡
本
１
区
・
野
田

森山地区
公 民 館

３

木

岡
本
２
区
・
浦
横
町

内　川

４

金

湯
ノ
又
（
１
～
４
区
）
・
小
川
口

生きがい
センター

７

月

浅
見
内
（
１
～
６
区
）

大　　　川

８

火

大
川
１
・
４
区

農村環境改善
　　センター

９

水

大
川
２
・
３
区

10

木

石
崎
・
谷
地
中
・
曙
町

11

金

下
樋
口
・
西
野

予備日

14

月

予
備
日
と
し
ま
す
。

役場４階
「大会議室」

15

火

予
備
日
と
し
ま
す
。
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町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼のあるま
ちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（１月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 8件

在京秋田県人新春交歓会、町交通指導隊新年会、湖東３町商工
会新春賀詞交歓会・合併10周年記念式典懇親会、千代田区と
のこども交流会交歓会、馬場目地区町内会長会地区座談会懇
親会 湯ノ又町内会感謝会、五城目北都会新年会・支店長歓送
迎会、潟上湖東地区保護司会五城目ブロック研修会・新年会

43,000円

接　遇 7件 来客時お土産（６件）、首都圏企業との懇談会 48,060円

その他 26件

各消防団出初式祝賀会、内川地区新春の集い、潟上湖東地区保護司会
五城目ブロック研修会・新年会、消防友の会総会、雀舘町内会新年会、グ
ローバルフィールド演習秋田ユニット交流会、キイチゴ研究会報告会・
総会、馬川地区新春講話会、千代田区とのこども交流会交歓会、森山地
区新春の集い、五城目菓子組合新年会、民生児童委員全体会、婦人会研
修会・結核予防婦人会研修会、秋田建築労働組合五城目支部総会

95,804円

合 計 41件 186,864円

平成27年４月〜平成28年１月の合計 1,157,229円

　

1／�五城目高等学校卒業証
書授与式

2／�率浦大学修了式（町民セン
ター）、保護司地域別定例
研修会（役場）

3／�３月議会定例会
（〜11日・役場）

10／�五城目第一中学校卒業
証書授与式

16／�五城目小学校卒業証書
授与式

23／�八郎湖周辺清掃事務組
合定例会（男鹿市）

29／�社会福祉協議会理事会
（町内）

わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

最
近
の
若
者
は
あ
ま
り
政
治
に
興

味
、
関
心
を
も
た
な
い
、
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
が
最
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の

は
選
挙
の
投
票
率
だ
。
こ
の
割
合
が
若

い
世
代
ほ
ど
低
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
こ

と
は
社
会
的
に
も
問
題
視
さ
れ
、
改
善

策
も
出
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
私
は
若
者
が
政
治
に
興
味
や

関
心
を
も
た
な
い
と
は
思
わ
な
い
。
政

治
の
動
き
は
多
か
ら
ず
、
少
な
か
ら
ず

社
会
に
影
響
を
与
え
る
。
と
い
う
こ
と

は
自
分
自
身
の
生
活
や
未
来
に
も
影
響

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
こ
と
を
誰
も
が
身
を
も
っ
て
実
感
す

る
の
が
「
税
金
」
と
い
う
存
在
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
市
町
村
や
県
と
い
っ
た
自

治
体
や
国
に
税
金
を
納
め
て
い
る
。
で

は
そ
れ
ぞ
れ
で
ど
ん
な
予
算
案
が
く
ま

れ
て
い
る
か
な
ど
注
目
す
る
人
も
い

る
。
こ
れ
は
税
金
の
や
り
と
り
が
納
税

者
と
国
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

私
が
今
あ
た
り
前
の
よ
う
に
受
け
て

い
る
教
育
も
公
的
サ
ー
ビ
ス
も
全
て
税

金
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

例
え
ば
１
人
の
子
ど
も
が
義
務
教
育

を
終
え
る
ま
で
８
０
６
万
円
く
ら
い
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
納
税

者
や
国
が
未
来
を
担
う
こ
ど
も
の
た
め

に
十
分
な
教
育
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。
ま
た
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か

で
充
実
を
図
る
社
会
保
障
が
あ
る
。
し

か
し
高
齢
化
社
会
の
今
、
対
応
し
き
れ

ず
増
税
に
ふ
み
切
っ
て
い
る
。
若
い
世

代
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
景
気
の
向
上

も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
た
め
、
先
延
ば

し
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
人
と
国
の
架
け
橋
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
関
係
を
ゆ
る
が
す

こ
と
も
起
き
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
充
て

る
目
的
で
復
興
特
別
税
が
徴
収
さ
れ

た
。
こ
の
震
災
か
ら
の
復
興
は
誰
も
が

願
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
思
い
と
は

裏
腹
に
復
興
予
算
が
被
災
地
以
外
へ
の

流
用
が
相
次
い
だ
の
だ
。
そ
の
理
由
は

自
治
体
な
ど
の
「
基
金
」
に
お
金
が
入

る
と
政
府
の
目
が
行
き
届
き
に
く
く
な

る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で

簡
単
に
解
決
す
る
と
も
思
わ
な
い
が
使

用
さ
れ
た
も
の
を
言
っ
て
も
ら
ち
が
明

か
な
い
。
今
後
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
も
公
約
の
一
つ
と
し
て
上
げ
て

い
る
震
災
か
ら
の
復
興
を
い
ち
早
く
進

め
て
ほ
し
い
。

政
治
へ
の
第
一
歩
、
国
や
自
治
体
と

納
税
者
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
で
あ
る
税

金
。
い
ま
だ
に
政
治
と
い
う
言
葉
に
重

み
や
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
な
ら
ば

税
金
と
い
う
や
さ
し
い
窓
口
か
ら
入
っ

て
い
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

き
っ
と
い
つ
か
は
そ
こ
か
ら
こ
れ
か
ら

の
自
分
自
身
の
生
活
、
日
本
の
未
来
を

見
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
国
・
自

治
体
へ
の
大
き
な
思
い
や
期
待
の
架
け

橋
と
な
っ
て
い
る
税
金
。
い
ま
だ
完
全

と
は
い
え
な
い
復
興
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
策
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
実

現
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
税
金
が
有
効
な

使
い
方
を
さ
れ
、
思
い
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
ほ
し
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
な
っ
て
い
る

今
、
世
界
に
目
を
向
け
ろ
と
い
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
た
ま
に
は
自
分
の
足
も

と
を
見
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
そ
こ
の
政

治
に
興
味
と
感
心
を
も
ち
税
金
の
役
わ

り
を
実
感
し
、
今
後
自
分
は
何
が
で
き

る
の
か
、
税
金
で
何
を
さ
れ
て
い
る
の

か
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
月
号
で
は
、平
成
27
年
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞

し
た
渡
部
泉
さ
ん
（
五
城
目
一
中

３
年
）の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
受
賞
作
品

政
治
と
税
金
と
私
た
ち

五
城
目
第
一
中
学
校
３
年　
　
　

渡　

部　
　
　

泉

※予備日は、大変混雑しますので、早めの申告相談をお願いします。

所
得
税
と
町
県
民
税
の

申
告
相
談
は
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す

平
成
27
年
分
所
得
税
と
平
成
28
年
度
町
県
民
税
の
申

告
相
談
は
３
月
15
日
㈫
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
限

内
の
申
告
相
談
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時
で
す
。（
受
付

は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。 

※ 

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
割
当
外
の
会
場
で
も
相

談
受
付
を
行
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
４
４
）

個人番号カードの交付申請をされた方に、交付通知書
（はがき）を順次送付しています。
カード交付手続きの際は、厳格な本人確認および暗証
番号の設定を行うため、20分程度の時間を要します。
必要書類をご確認のうえ、ご本人が来庁してください。
ご本人が来られない場合は、必要書類が異なりますの
で、役場住民生活課マイナンバー担当へお問い合わせい
ただくか、「個人番号カード総合サイト」や「役場ホー
ムページ」などでご確認ください。
個人番号カードはマイナンバーの証明や公的な本人確
認書類となります。なりすまし防止のため、厳格な本人
確認や書類提出が必要となることに、ご理解とご協力を
お願いします。

本人が来庁する場合の必要な持ち物
通知カード、交付通知書（はがき）、下記の❶または
❷の書類
❶�運転免許証・写真付住基カード・パスポート・身体障
害者手帳など顔写真付きの書類１点
❷�健康保険証・年金手帳・社員証・学生証・預金通帳な
ど顔写真なしの書類２点

マイナンバー
「個人番号カード」受け取り時に
本人確認と
暗証番号の設定をします

お問い合わせ　町住民生活課マイナンバー担当（☎852・5112）

通知カード 個人番号カード
券面イメージ

　【おもて面】
　　個人番号・氏名・住所・生年月日・
　　性別・発行日・発行者

　【うら面】
　　変更した住所等を記載する追記欄

　【おもて面】
　　氏名・住所・生年月日・性別・
　　有効期限・顔写真

　【うら面】
　　個人番号・氏名・生年月日等

券面イメージ



人権困りごと相談

�　人権などの困りごとについて、人権擁
護委員にお気軽にご相談ください。
▶人権困りごとなんでも相談室
　・日　時　３月17日㈭
　　　　　　午後３時〜午後５時
　・会　場　朝市ふれあい館

防衛省採用試験のお知らせ

　防衛省では28年度採用試験を次のと
おり行います。▲

種　目　�自衛隊幹部候補生（一般・
歯科・薬剤科）▲

受験資格
　・一　般
　　大卒：22歳以上26歳未満の者
　　院卒：�修士課程修了者等で20歳以

上28歳未満の者
　　※併願可
　・歯　科　�20歳以上30歳未満の歯

学の課程を修めて卒業
（見込み含む）した者

　・薬剤科　�20歳以上28歳未満の薬
学の課程を修めて卒業
（見込み含む）した者▲

受　付　３月１日㈫〜
　　　　　　　　　５月６日㈮まで▲

試　験　�５月14日㈯、15日㈰
　　　　　※15日は飛行要員のみ

森林・山村多面的機能
発揮対策交付金

　地域住民、森林所有者、自伐林家等
が協力して実施する、里山林の保全、
森林資源の利活用、森林環境教育・研

修活動などの取組に対し、一定の費用
を国が支援します。
❶地域環境保全タイプ
　　里山林景観を維持するための活動
❷森林資源利用タイプ
　�　しいたけ原木等として利用するた
めの伐採活動
❸教育・研修活動タイプ
　�　森林環境教育の実践
❹森林機能強化タイプ
　�　路網の補修・機能強化等
※�詳細は上記までお問い合わせくださ
い。

電力小売全面自由化について
のお知らせ

　４月１日から電力小売の全面自由化
が始まります。全面自由化により家庭
でも電力の購入先を自由に選べるよう
になります。
　電力の購入契約の際には、毎月の電
気料金や解約金などの契約解除の制約
等を十分にご確認ください。

内川地区公民館
大正琴体験講座

　男女、経験の有無は問いません。ど
なたでもお気軽にご参加ください。▲

期　日　４月９日㈯毎週土曜日
（全３回）▲

時　間　午後１時30分〜午後３時▲

講　師　永井美世子さん（雀舘）▲

持参品　�筆記用具、大正琴（お持ち
の方）

※参加料は無料です。

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▲

訓練期間　５月10日㈫〜10月31日㈪
（６か月）▲

訓練時間　午前９時20分〜
午後３時40分▲

会　　場　ポリテクセンター秋田
（潟上市）▲

訓 練 科（定員）
　・金属加工技術科（15人）
　・住宅リフォームデザイン科（15人）▲

募集期間　３月23日㈬まで▲

受 講 料　�無料（テキスト代等は自
己負担）▲

応募資格　�ハローワークに求職申込
をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターHPまで。

環境と文化のむらイベント
体験教室と自然観察会

▲

開催日時とイベント
・３月13日㈰
　「�春一番の里山さんぽ」
　�　春一番の生きものや芽生えを探し
てみよう。▲

時　間　午前10時〜正午▲

会　場　環境と文化のむら
（野鳥の森）

※�参加は無料。お申し込みは上記問い
合わせ先まで。

町農業再生協議会
事務補助員を募集します

　五城目町農業再生協議会の事務補助
員を募集します。
農業経営所得安定対策推進事業････ 1人▲

仕事の内容　�作付計画・ほ場の確
認・申請受付、データ
入力作業など▲

任用期間　平成28年４月１日〜
平成29年３月末▲

勤務時間　午前８時30分〜
午後５時15分▲

基本賃金　5,700円（日額）▲

必要な技術・資格
　　　　　　�普通自動車免許、パソコ

ン操作▲

申し込み　�３月11日㈮まで役場農林
振興課へ履歴書を持参

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・２月１日　３万円　□□□□さん
　中高崎　（亡き母　□□さん）
・２月３日　３万円　□□□□さん
　蓬内台　（亡き妻　□□□さん）
・２月８日　３万円　□□□□さん
　久　保　（亡き母　□□さん）
・２月10日　３万円　□□□さん
　矢場崎　（亡き妻　□□さん）
▶寄付金
・12月31日　10万円　匿名
・２月１日　２万円　�五老連�

アルミ缶売り上
げの一部

問い合わせ先
経済産業省電力取引監視等委員会事務局

（☎03・3501・5725）

問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

問い合わせ先
町農林振興課（☎852・5215）

問い合わせ先
町総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

申し込み・問い合わせ先
秋田の森林活用地域協議会（☎882・5570）
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問い合わせ先
ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

申し込み・問い合わせ先
内川地区公民館（☎854・2314）

飲酒運転等追放競争がスタート！
飲酒運転等追放競争は、各市町村の住民

の飲酒運転または飲酒運転が原因の事故の
件数などを点数化し、これに対する当該市
町村の運転免許人口の割合により順位を競
うものです。なお、重大な事故ほど減点が
大きくなります。
当町の平成27年の結果は、３人の酒気

帯び運転があり全県25市町村中７位の結
果でした。
町内会、家族、職場、仲間同士で呼びか

けあい、飲酒運転ゼロを目指しましょう。
上位市町村は県知事から表彰されます。

平成28年飲酒運転等追放競争結果１位 （全県25市町村） 平成28年１月末現在
※１月末までの酒気帯び運転などでの検挙者はゼロです。
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　町教育委員会では、開かれた教育行政を目指すとともに、活動を広く
町民の皆さんにお知らせする目的で、教育委員会の定例会を公開してい
ます。
※議事によっては、一部非公開となる場合があります。

▼日　時　３月30日㈬　午後１時30分〜

▼会　場　役場２階正庁
※�傍聴を希望される方は、当日の午後１時30分まで、直接会場へお越し
ください。

お問い合わせ　町教育委員会学校教育課（☎852・5372）

五城目町教育委員会

３月定例会を一般公開します



収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

月
・
木

火
・
金

水
・
土

6日・20日（水）　（全町）

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
23日・27日・30日

9日（土）

23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）

注　　意

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

平成27年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　大石　舞雪さん）

「めんどくさい」　この一言が　環境破壊
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○ 食育の日　

○ 振替休日

町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に、午前８時までお持ちください。

1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき一枚つけてください。
 例外として、10㎏以内にまとめてよいもの。
スキー板とストック（スキー靴は可燃ごみ）、
ゴルフセット、ござ、座布団、雪べら。

3．  緑色の票せんが付いていないもの、名前の書
かれていないもの、しっかりとこん包できて
いないものは収集しません。
※青色の票せんは使用できません。

4．粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。
5． 雨どい、トタン、煙突等の建築廃材は収集しま
せん。

４月は粗大ごみを収集します

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日

馬場目地区 ４月 1日㈮
大川地区 ４月 4日㈪
馬川地区・森山地区 ４月 5日㈫
富津内地区・内川地区 ４月 7日㈭
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 ４月15日㈮
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） ４月18日㈪
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 ４月19日㈫
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 ４月21日㈭
全町【午前９時～午後４時　町ストックヤード（小倉）】
会場で粗大ごみを直接受け付けします。　※票せんも会場で販売 ４月24日㈰

○ 子育てサロン
（ケアセンター五
城目・10：00～）
○ ふれあいサロン
介護予防教室
（五城館・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター五
城目・10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター五
城目・10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）

○ 弁護士による無
料困りごと相談会
（五城館

・13：00～）

○ 五城目小・五城目一中
春季休業（４月５日まで）
○ 町議会議員一般選挙告
示日（役場・8：30～）
○ 子育てサロン（ケアセン
ター五城目・10：00～）

CM10：00
（秋田朝日放送）

○ 五城目小離任式
（五城目小・

9：00～）
○ 五城目一中離任
式（五城目一中・

9：00～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター五
城目・10：00～）

○ 春分の日

○ スポーツ賞授与
式（町民セン
ター・14：00～）

○ 町議会議員一般
選挙投開票日

○ 率浦大学修了式
（町民センター・

10：00～）
○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 潟上湖東地区保
護司会地域別定
例研修会（役場・

13：00～）

○ 五城目小卒業証
書授与式（五城
目小・10：00～）

CM10：00
（秋田朝日放送）

○ 町議会３月定例会
（役場議場・11日
まで）
○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）

○ わんパーク（もり
やまこども園・

9：30～）
○ 朝市健康相談（朝
市ふれあい館・

10：00～）
○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）
○ 人権困りごとな
んでも相談室（朝
市ふれあい館・

15：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）
○ 五城目一中卒業
証書授与式（五
城目一中・

13：30～）

○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）

○ ほっとサロン（ケ
アセンター五城
目・13：00～）

○ 膝らくフォロー
アップ教室（朝市
ふれあい館・

13：30～）

○ 五城目小・五城
目一中修了式
○ えがおカフェ（認
知症カフェ）（大
川地区公民館・

13：30～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）



□　□　□　□ちゃん	 １月18日	 □　・　□□□	 水　　沢

□　□　□　□くん	 １月19日	 □　□・□　□	 西磯ノ目

□　□　□　□ちゃん	 １月20日	 □　□・□　□	 今　　町

□　□　　　□くん	 １月28日	 □　□・□　□	 岡本一区

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.240

おくやみ申し上げます

※	「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！

町の人口と世帯（平成28年１月末現在）
前月比 昨年比 １月中の

人　口 9,970人 （－12）（－212） 転入者数
（男） 4,648人 （－ 6）（－082） 14人
（女） 5,322人 （－ 6）（－130） 転出者数
世　帯 4,150世帯 （－ 3）（－037） 12人
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□　□　□　□さん	 93歳	 １月 3日	 久　　保
□□□　　　□さん	 99歳	 １月 4日	 築　地　町
□　□　□□□さん	 88歳	 １月 4日	 上　山　内
□　□　□　□さん	 72歳	 １月 5日	 舘　　越
□□□　□□□さん	 81歳	 １月 5日	 恋　　地
□　□　□　□さん	 71歳	 １月 8日	 東磯ノ目
□　□　□□□さん	 89歳	 １月10日	 西　　野
□　□　□　□さん	 81歳	 １月10日	 希望ヶ丘
□　□　□　□さん	 58歳	 １月13日	 畑　　町
□　□　□□□さん	 82歳	 １月14日	 古　川　町
□　□　□　□さん	 87歳	 １月16日	 高　　崎
□　□　□　□さん	 89歳	 １月17日	 西磯ノ目
□　□　□□□さん	 84歳	 １月17日	 北　北　口
□　□　□　□さん	 92歳	 １月23日	 湯ノ又４区
□　□　□　□さん	 90歳	 １月25日	 高　　崎
□　□　□　□さん	 94歳	 １月25日	 築　地　町
□　□　□　□さん	 93歳	 １月26日	 杉　　沢
□　□　□□□さん	 63歳	 １月29日	 富　　田
□　□　　　□さん	 74歳	 １月30日	 今　　町
□　□　□□□□さん	 90歳	 １月31日	 広　ヶ　野

「	明るく元気に育ってネ♥」パパ・ママから


